
HP 公開文書 R02-187 
「悪性リンパ腫における予後因子およびバイオマーカーに関連した病態解明を行う研究」 
 
題名：悪性リンパ腫における予後因子およびバイオマーカーに関連した病態解明を行う研究 
 
筑波大学附属病院血液内科では、下記の臨床研究に「共同研究機関」として参加し、試料の遺
伝子・発現解析を担当します。当院からの試料提供は予定していませんが、ここにお知らせし
ます。 
【当院担当医師の連絡先】 

責任医師：  血液内科 千葉滋   職名： 教授         

担当医師：  血液内科 日下部学  職名： 講師         

住所：〒３０５－８５７６ 茨城県つくば市天久保２－１－１ 筑波大学附属病院 

電話 ：０２９－８５３－３１２７（血液内科医局, 平日 9:00～16:00） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 
【研究課題名】悪性リンパ腫における予後因子およびバイオマーカーに関連した病態解明を行
う研究 

【共同研究の研究代表機関及び研究代表者（試料・情報の管理責任者）】 

研究代表機関（研究代表者）：久留米大学医学部病理学講座 教授 大島孝一試料・診療情報等の
提供先：久留米大学医学部病理学講座 
 
【試料・診療情報の対象者（研究対象者）】 

１）受診期間：平成 17 年 12 月から令和 2 年 3 月の間に受診 

２）受診科：久留米大学病理学講座および共同研究機関の各診療科 

３）対象疾患名：悪性リンパ腫およびリンパ増殖性疾患と診断された方 
 
【試料・診療情報等の項目】 

試料：【病理標本等】 

診療情報等：【年齢、性別、生年月日、入院日、等）】 

授受の方法：郵送・宅配 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【研究目的】 

上記の試料・診療情報を使用し、未だに十分解明されたとは言い難い悪性リンパ腫の予後因子
およびバイオマーカーを解明し、病理学的特徴、臨床的特徴、分子標的治療薬の可能性などを
加味した総合的な観点から病態解明を行います。この研究の成果により悪性リンパ腫の病態を
解明し、患者さんの生命予後の改善を目的としています。 
 
【研究（利用）期間】久留米大学倫理委員会承認後から令和７年５月まで。 
 
【データの二次利用について（附随研究について） 



本研究で得られたデータ（試料・情報）を別の研究に利用する可能性があります。その場合の
試料及び情報等は本研究と同様に匿名化し、個人情報の保護を図ったうえで、改めてその研究
計画を倫理委員会において審査し、承認を受けて利用します。 
 
【利益相反に関する事項】 

本研究は特定企業からの資金援助はないため利益相反は発生しません。 
 
【問い合わせ先】 

研究責任者：久留米大学医学部病理学講座 教授 大島孝一 

問い合わせ担当者：久留米大学医学部病理学講座 教授 大島孝一 

〒830-0011 福岡県久留米市旭町 67 

TEL：0942-31-7547 FAX：0942-31-0342 
 
【研究分担施設・研究責任者】 

九州大学医学部病態修復内科学 赤司浩一 

京都大学医学研究科腫瘍生物学 小川誠司 

北海道大学血液内科 中川雅夫 

北海道大学病院病理部/病理診断科 松野吉宏 

筑波大学血液内科 千葉滋 

名古屋大学大学院医学系研究科ウイルス学 木村宏 

宮崎大学医学部附属病院第二内科 下田和哉 

長崎大学原研内科 今泉芳孝 

新潟大学血液内科 瀧澤淳 

九州がんセンター血液内科 崔日承 

県立宮崎病院内科 河野徳明 

浜の町病院血液内科 衛藤徹也 

原三信病院血液内科 上村智彦 

くまもと森都総合病院血液内科 鈴島仁 

公立昭和病院血液内科 北詰浩一 

県立延岡病院内科 外山孝典 

国立都城病院内科 前田宏一 

藤元早鈴病院内科 久木田 稔正 

愛泉会日南病院内科 石崎淳三 

旭川市立病院血液内科 柿木康孝 


